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特 集

がん治療のリアル
832	 EOI
834	 がん治療―医師の立場から　小原秀太，他

840	 がん治療―患者の立場から　菊井伸栄

845	 がんの内科的治療における理学療法　由利　真

850	 がんに起因する骨の脆弱性に対する理学療法　髙橋雅人

859	 がんロコモに対する理学療法　柳澤卓也

866	 がんサバイバーの理学療法と就労支援　上野順也

873	 がん在宅医療での理学療法	
―その人らしく，幸せに生ききるために　杉浦将太，他

879	 がん終末期緩和ケアと理学療法
	 1．チーム医療のなかで理学療法士が担う役割と姿勢　林　邦男
	 2．患者・家族の希望の把握と変化への柔軟な対応　矢木健太郎

Close-up

理学療法に活かすモニター技術
887	 	慣性センサを用いるウェアラブル歩行分析システムと	
臨床応用　三宅美博，他

894	 fNIRS　酒井克也
899	 眼球運動モニター　高村優作，他
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連 載

829	 とびら
情報の再検討力　安里和也

908	 再考します 臨床の素朴な疑問 8

「他動的関節可動域運動」はいつまで・どの範囲まで行うか？　脇田正徳
910	 診療参加型臨床実習 8

診療参加型臨床実習の取り組みの現状と展望
回復期病院　岩崎朋史
回復期病院　津田陽一郎，他

914	 国試から読み解く 20

歩行観察から装具を調整しよう　藤田裕子
916	 臨床実習サブノート 診療参加型臨床実習―「ただ見ているだけ」にならないように！ 5

パーキンソン病　奥埜博之
921	 私のターニングポイント
受動的な自分から能動的な自分へ　田多井陽平

922	 原著
保存療法中の変形性膝関節症患者を対象とした観察に基づく	
歩行異常性評価の構築に向けた研究	
―評価の項目特性，因子妥当性，併存的妥当性および検者間信頼性　山科俊輔，他

931	 ひろば
鍵にまつわる雑感　奈良　勲

932	 文献抄録
髙橋容子・中村絵美・大石優利亜・中島拓哉

	 書評
906	 脳卒中片麻痺の基本動作分析―バイオメカニクスから考える動作パターン分類と	

治療法の選択　評者：山本澄子

お知らせ
878	 第 33回「理学療法ジャーナル賞」のご案内

920	 『作業療法ジャーナル』のお知らせ

934	 投稿規定

936	 バックナンバー・次号予告のお知らせ

938	 編集後記
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